
１．はじめに
近年、日本では皇位継承における女系天皇の問題が議論され、またイギリス王室では、ヘンリー王子夫妻の王室

離脱が物議を醸している。しきたりとして継承されてきたルールが、近現代に入り他の観点から問題視されること
やロイヤルファミリーの王室離脱問題を知り、皇室のこれからの在り方や役割を考えたいと思うようになった。戦
後、人間宣言をされて以来「象徴」としてその存在が続いてきた天皇だが、「象徴」という言葉は曖昧でさまざま
な解釈ができる。そこで本研究では国民が天皇、延いては皇室に対してどのような印象を持ち何を期待しているの
か、また皇室は「象徴」としてどのような役割を担いたいと考えているのか、さらに政府は皇室をどのような立場
に位置づけ、国民に捉えられることを意図しているのかを研究し、それぞれの立場から見た「象徴」の意味を考え
ていく。

２．研究の方法
・公開されている文書や記者会見のお言葉、実施された世論調査の結果を用いて、政府、皇室、国民が天皇の象徴
という性質ををどのように考えているかを具体的に読み取る
・調べたことから導き出せる仮説を立てて、それぞれの立場からみた象徴の意味を明確にする

政府は皇室を世の中の秩序を維持
するための１つの機関と位置付け
ているといえるのではないか

皇室は制度自体に重きを置いている
のではなく、時代に適応した、国民
に近い存在で在りたいと考えている
のではないか

国民は平成に入りますます皇室に対
してポジティブな印象をもち、天皇
を日本人の顔（理想像）として捉え
ているといえるのではないか

政府
～公開されている文書を用いて～

皇室
～KH Coderを用いた分析～

国民
～世論調査の結果から～

国事行為でも公的行為でもない、
私的な行為

例）皇室祭祀・私生活

内閣の助言と承認を必要とし、内閣が
責任を負うもの

例）国会召集・衆議院解散

国 事 行 為

象徴としての地位に基づいて公的な立
場で行われるもの

例）外国公式訪問・地方行幸

公 的 行 為

そ の 他 の 行 為

「聞く」にさまざまな語が共起されて
いる
→制度は受け身であることが読み取
れる

「時代」「在り方」「国民」「基本」
が
共起されている
→その時の社会に適応することが皇室
の在り方だと考えている
→国民を基本だと考えている

天皇の行為はいかの３つに分けられる

政府、皇室、国民が考える象徴の意味
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４．結論
上記の３つ仮説をさらに研究することによって、象徴という抽象的な存在である役割を担っている天皇にそれぞれ
の立場から期待される役割を具体的に表すことが可能になる。そこから時代が求めるよりよい天皇、皇室像を模索
できると考える。
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